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4. ~事酸カルシウムの結晶化を抑制する尿中高分子物
質について
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(千大・協尿器科)
尿中にはカ/レシウムおよび穆酸が過飽和の状態で存在
する。これは尿中に諺酸カ/レシワムの結晶化を抑制する
因子(inhibitor)があるためと考えられる。そこで， 14C-
oxalateを用いて抑制活性を測定する方法を考えた。こ
れを用いてヒト尿の inhibitorを調べた。すると，透析
不可能な高分子物質が尿の持つ全活性の1/2あるいはそれ
以上を担うことが判った。
そこで， ヒト尿を透析し， DEAEカラムクロマトグ
ラフィー ， gel副tration，ポリアクリルアミド gelele‘ 
ctrophoresisにより活性物質の抽出，精製を行なった。
二種の物質が得られたが， SDS gel electrophoresisで
調べると，分子量はそれぞれ12500および24000という値
であった。この両物質のアミノ酸組成をみると， リジン
・アノレギニンが少なく，アスパラギン酸とグルタミン酸
が多い。糖としてはガラクトース， シアノレ酸， N-アセ
チノレガラクトサミン， N-アセチノレグ、ノレコサミン， マン
ノースを含んでいた。アミノ酸と同様この二つの物質の
糖組成は似ていた。これらが monomerと dimerの関
係にあることも考えられる。これらの物質の由来ならび
に腎結石発生との関係については未だ、不明で、ある。 
5. 	 慢性透析患者に対する la・OH-Daの投与による効
果について
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慢性透析患者の低 Ca血症，骨病変に対する 1α・OH-
Da (以下 α-D3) の効果については多くの報告があり，
我々も Ca濃度3.75mEq/lの透析液使用中の患者に α-
Da 0.5μg/dayを6か月間投与して， その効果を確認し
発表したが，今回は ιr-Da0.5μg/day 1年6か月の長期
投与例 (25例)0.25μg/day 1年投与例 (22例)， 0.75 
μg/day 6週投与例 (20例)について，血清 Ca，P，Al-
P，PTHおよび metacarpalindexについて検討した。 
α-Da 0.25pg/dayという少量であっても，透析前の血
清 Ca値は，投与 3か月後には有意に上昇し，投与期間
中はその値を維持している。また PTH異常高値症例は 
3か月後から減少した。しかしながらいずれの群でも骨
の改善の方向は見られず，投与開始時期，量に検討が必
要である。
